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宇都宮市 



 
 

 

 

 

男女共同参画の推進に関する年次報告について 
 

 

宇都宮市男女共同参画推進条例 第１５条（年次報告）において，「市長は，毎年，

男女共同参画の推進に関する施策の実施状況について，報告書を作成し，これを公表す

るものとする。」と定められていることから，市の施策情報を積極的に公表し，広く市

民に男女共同参画に関する理解と施策について協力を求めるため，「男女共同参画行動

計画」の進捗状況を報告するものです。 

本書においては，「第４次宇都宮市男女共同参画行動計画」に掲げた３つの基本目標

ごとに，令和３年度の施策・事業の進捗状況についてまとめたものです。 
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計画の期間  

２０１８（平成３０）年度から２０２２（令和４）年度までの５年間です。 

 

基本理念                          

宇都宮市男女共同参画推進条例第３条に規定する基本理念を，本計画の基本理念とします。 

 

➊ 男女の個人としての尊厳の尊重 

➋ 性別役割分担を反映した慣行にとらわれない活動の自由な選択 

  ➌ 方針の立案及び決定への参画機会の確保 

➍ 家庭生活における活動と他の活動との両立 

➎ 男女の生涯にわたる健康の確保 

➏ 国際社会における動向の留意と協調 

 

 

目指すべき姿                                       

一人ひとりが尊重され，多様な選択を可能にし， 

個性と能力を十分に発揮できる社会 

  

 

＜一人ひとりが尊重され＞ 

一人ひとりの個性や能力，身体的特性を認め合い，互いの人権や意見・考え方を 

尊重する社会 

＜多様な選択を可能にし＞ 

誰もが，自分の意思で生き方，働き方を選択できる社会 

＜個性と能力を十分に発揮できる＞ 

あらゆる分野において，生き生きとその個性と能力を発揮し，活躍することができる 

社会を目指します。 

 

 

 

 

 

 

  第１部 

「第４次宇都宮市男女共同参画行動計画」の概要 
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「男女共同参画社会」を実現するためには，固定的性別役割分担に捉われず，多様な生き方を認

め合い，正しい理解と認識を深め，男女共同参画の視点を持ちながら，行動することが大切です。 

このため，さまざまな機会を捉えながら男女共同参画を実践・行動に繋げるための教育・啓発の

推進に取り組むとともに，固定的性別役割分担や慣行の見直しなどを推進します。 

特に，本市の課題として，男性の固定的性別役割分担意識の解消が必要であることから，男性自

身の意識の変革による家庭参画の促進などに取り組みます。 

 

■男女共同参画の教育の推進 

・男女共同参画をテーマに，幅広い世代を対象にした講演や講座を開催します。 

・学生のキャリア形成に繋がる教育支援を実施します。 

■男女共同参画についての広報・啓発活動 

・男女共同参画推進月間や週間において，集中的・重点的に広報・啓発事業を展開します。 

・広報紙や Facebook などの各種媒体を活用し，市民に広く周知・啓発します。 

■男性自身の意識の変革による家庭参画の促進 

・仕事中心の生活意識の変革を促し，男性の家庭参画に繋がる講座等を実施します。 

■男性シニア層を中心とした固定的性別役割分担の解消 

・男性シニア層を中心に，男女共同参画意識の高揚を図るための講演や講座を実施します。 

 

具体的な推進事業 

出典）宇都宮市 

１ 男女共同参画社会に向けた行動を促す意識の変革 

67.1%

73.9%

44.7%

70.7%

38.3%

15.1%

53.8%

48.3%

18.8%

9.9%

31.2%

13.7%

31.4%

51.5%

23.8%

34.0%

9.2%

3.3%

7.5%

2.4%

4.7%

4.5%

8.8%

8.3%

4.9%

12.9%

16.7%

13.3%

25.5%

28.8%

13.6%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑧社会全体で

⑦社会通念・慣習・

しきたりなどで

⑥法律や制度の上で

⑤政治の場で

④町内会や自治会等

の地域社会で

③学校教育の場で

②職場で

①家庭生活で

男女の地位の平等感（平成28年度）

男性優遇（「どちらかといえば」含む） 平等

「政治の場」や「社会

通念・慣習・しきたり

など」をはじめ，「社会

全体」で，「男性優遇」

と感じる市民が多いこ

とが分かります。 

基本目標 
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「さまざまな分野における男女共同参画」を実現するためには，個々のワーク・ライフ・バラ

ンスが図られ政策方針決定過程への女性の参画など，男女が社会の対等な構成員として，特定の

分野に固執することなく，男女がともに活躍できる分野を拡げることが必要です。 

このため，結婚・出産・育児における女性の就業継続支援や子育て後の再就職支援など「雇用

の場における女性の活躍」を推進するほか，地域社会が抱える課題の解決には，男女双方の視点

を踏まえた対応が不可欠であることから，「地域・社会における男女共同参画」を推進します。 

また，「意思決定過程における男女共同参画」の推進に向けて，審議会等への女性の登用促進

や人材の発掘・育成，男女共同参画推進団体等と連携による施策等を展開します。 

 

■女性の活躍に向けた人材育成支援 

・女性のキャリア形成支援に繋がる講演や講座を開催します。 

■仕事と子育てや介護等との両立支援 

・保育所や認定子ども園の整備促進，宮っ子ステーション事業の充実を図ります。 

・介護保険事業や家族介護教室などを実施します。 

■働きやすい職場環境整備に向けた支援 

・働きやすい職場環境づくりなどを支援するため，中小企業に対し，コンサルタント派遣等を行います。 

■女性のチャレンジへの支援 

・女性の起業講座や再就職マッチング事業，学び直しの支援事業を実施します。 

■地域における男女共同参画の推進 

・防災活動や災害発生時における男女共同参画の推進を図ります。 

■市の政策・方針決定過程における女性の登用促進 

・審議会・委員会等への女性の登用促進を図ります。 

■自営の商工業や農業・林業従事者，地域等における方針決定への女性の参画促進 

 ・管理職・役員等への女性の登用促進に向けて，周知・啓発を行います。 

出典）総務省「国勢調査」 

基本目標 

宇都宮市（女性）の労働力

率は，子育て期の３０歳代

に低下する「Ｍ字曲線」を

描き，５年前に比べ増加が

見られるものの，「全国平

均」と比べ，離職する割合

が高いことが分かります。 

２ さまざまな分野における男女共同参画の推進 

具体的な推進事業 
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 ■配偶者や恋人からの暴力対策の推進  

・DV の未然防止対策，相談体制の充実，被害者の安全確保，被害者の自立支援体制づくりなど， 

総合的・一体的な DV 対策を推進します。 

※具体的な推進事業は，「第２次宇都宮市配偶者からの暴力対策基本計画」（平成２５年度策定， 

平成３０年度第３次基本計画を策定予定）に基づき実施します。 

 ■女性に対する性暴力・性犯罪被害等の未然防止  

・性暴力，ストーカー被害等の女性に対する暴力被害の未然防止啓発に取り組みます。 

 ■性についての理解促進  

・「性教育サポート事業」の実施など，若者への性教育を実施します。 

・市のホームページ等の各種媒体を活用し，ＬＧＢＴに関する正しい情報提供や理解促進に取り組 

みます。 

 ■性差に応じた健康支援  

・男女がともに身体的特性について正しく理解し合い，生涯を通じて健康を享受できるよう，性差に

応じた健康支援講座を実施します。 

・女性の健康週間イベントをはじめとした女性の健康力アップ事業の実施や，がん検診，妊婦健康診

査，不妊に悩む人への支援等を実施します。 

出典）とちぎ男女共同参画センター調べ（平成２９年４月） 

３ 人権が守られ尊重される社会に向けた環境整備 

「人権が守られ尊重される社会に向けた環境整備」に向けて，男女が個人としての人権を尊重

し，互いの身体的特性を理解し合うことが必要です。 

このため，配偶者や恋人からの暴力，若年女性層への性犯罪など，男女間におけるあらゆる

暴力の根絶に向け，相談から自立に向けた切れ目ない支援に取り組むとともに，被害者や加害者

にならないための啓発に取り組みます。 

また，男女が互いの身体的特性を十分に理解し合い，人権を尊重し，思いやりをもって生き

ていくことができるよう，性や健康に関する正しい知識や情報を提供し，性差やライフステージ

に応じた理解促進と健康支援に取り組みます。   

栃木県内４ヶ所の配偶者暴力相談支援センターにおけるＤＶ相談件数 

 

基本目標 

具体的な推進事業 
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１ 市民・事業者・関係団体等との協働 

行動計画の施策・事業を進めるにあたっては，市民・事業者・男女共同参画推進団体等と連携・協働により，

積極的に進めます。 

２ 男女共同参画推進センター「アコール」を中核とした男女共同参画の推進 
  男女共同参画推進の拠点として，以下の４つの機能のもと，関係機関・団体等と連携し，各種事業を行

います。 

 ➊ 学習・研修      講座や講演会，研修会を開催します。 

➋  ➋ 相談支援       男女共同参画に関する相談・指導を行います。➌ 交流・市民活動支援 

 ➌ 交流・市民活動支援  市民，事業者，民間団体等の支援や人材育成に 

取り組み，各主体の交流を促進します。 

 ➍ 情報収集・提供    男女共同参画に関する情報の収集と提供を行います。 

３ 庁内外の総合的な推進体制 

（１）庁内関係部署から成る「宇都宮市男女共同参画推進委員会」の設置 
・行動計画の策定及び推進，その他男女共同参画に関する施策等について検討します。 

（２）外部有識者から成る「宇都宮市男女共同参画審議会」の設置 

・行動計画の策定又は変更，進捗状況や男女共同参画の推進に関する事項に対し，意見を述べます。 

（３）行政，関係機関・団体等から成る「（仮称）宇都宮市女性活躍推進協議会」の設置 

  ・本市における女性活躍推進に関する取組を効果的かつ円滑に推進していくため，地域における様々 

なネットワークを形成し，地域の実情を踏まえた女性活躍の取組について協議を行います。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

４ 計画の進行管理を行い，毎年，公表 

「宇都宮市男女共同参画推進条例」第 15 条に基づき，毎年，年次報告を作成し，行動計画の進捗 
状況を公表します。 

５ 男女共同参画の更なる推進に向けて，調査研究を実施 

男女共同参画を取り巻く課題を的確に捉え，新たな施策に取り組むためにも，国際社会や国・ 
県の動向などに留意・協調しつつ，男女共同参画に関する調査・研究に取り組みます。 

 

 

 

協議会での意見等を踏まえ，事業の推進や計画への反映に繋げる。 
市民からの意見の申出への対応について，必要があるとき，意見を聞く 

意見 

市 

（推進委員会） 
審議会 協議会 

企業の実情等の情報提供 

行動計画の策定，進捗状況などの意見を述べる。 
市民からの意見の申出への対応について意見を述べる。 

≪推進体制≫ 

市の取組への協力・理解 

市 民 

対応 

平成２９年度，市民により親し

まれるセンターを目指し，「ア

コール」という愛称が名付けら

れました。フランス語で「和音」

を意味し，一人ひとりの多様な

個性が寄り添い，重なり合っ

て，相乗効果をもたらしなが

ら，新たなハーモニーを醸成し

ていくイメージを，男女共同参

画社会に向けた思いにつなげ

たものです。 

計画を推進するために 
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施策の方向 施 策 

●印は重点施策 

★印は女性活躍推進法対応 
計画の体系 

基本目標 

１ 男女共同参画を実践・

行動に繋げるための 

教育・啓発の推進 

男女共同参画の教育の推進 

基本目標Ⅰ 男女共同参画についての広報・啓発活動 

男女共同参画社会に 

向けた行動を促す 

意識の変革 
２ 男性を中心とした意識 

変革による固定的性別役

割分担や慣行の見直し 

男性自身の意識変革による家庭参画の促進●★ 

男性シニア層を中心とした固定的性別役割分担

の解消 

女性の活躍に向けた人材育成支援★ 

３ 雇用の場における 

女性の活躍の推進 
仕事と子育てや介護等との両立支援●★ 

基本目標Ⅱ

さまざまな分野に 

おける男女共同参画 

の推進 

４ 地域・社会における 

男女共同参画の推進 

女性のチャレンジへの支援●★ 

地域における男女共同参画の推進 

基本目標Ⅲ
６ 男女間における 

あらゆる暴力の根絶 人権が守られ尊重 

される社会に向けた 

環境整備 

５ 意思決定過程における 

男女共同参画の推進 

働きやすい職場環境整備に向けた支援●★ 

市の政策・方針決定過程における女性の登用促進

●★ 

自営の商工業や農業・林業従事者，地域等におけ

る方針決定への女性の参画促進★ 

配偶者や恋人からの暴力対策の推進 

（ＤＶ対策基本計画）● 

女性に対する性暴力・性犯罪被害等の未然防止 

７ 性に対する理解促進と

性差に応じた健康支援 

性についての理解促進

性差に応じた健康支援
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○ 行動計画の成果指標の達成状況（令和３年度） ※ 事業の詳細は参考資料１参照 

 

 

 

 

 

基本 

目標 
施策の方向 

成果指標 

指 標 
 実績値 目標値 

H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 評価 Ｒ４年度 

Ⅰ 

男女共同参画社
会に向けた行動
を促す意識の 

変革 

１ 男女共同参画 

を実践・行動に 
繋げるための教 
育・啓発の推進 

①男女の家事・育児・介護時
間の割合（男：女） 

1：5 1：4 1：2 1：2 Ａ 1：4 

２ 男性を中心と 
した意識変革に 

よる固定的性別 
役割分担や慣行 
の見直し 

②「夫は外で働き，妻は家庭

を守るべきである」という考
え方に肯定的な市民の割合 

4.6％ 4.8％ 4.0％ 4.7％ Ａ 5.0% 

Ⅱ 

さまざまな分野
における男女 
共同参画の推進 

３ 雇用の場にお 
ける女性の活躍 
の推進 

③女性の就業率 

（２５～４４歳） 
― ― ― 61.4% Ｂ 62.0% 

④民間企業の管理職に占め

る女性の割合（課長相当職） 
― ― ― 10.0% Ｃ 16.0% 

⑤男性の育児休業取得率 ― ― ― 24.9% ― 13.0% 

⑥女性活躍推進法に基づく
一般事業主行動計画策定中
小企業数 

61 社 67 社 88 社 132 社 Ａ 
累計 

100社 

４ 地域・社会に 

おける男女共同 
参画の推進 

⑦社会活動に参加する割合 
（※） 

41.4％ 42.1％ 38.9％ 36.6% Ｃ 63.0% 

５ 意思決定過程 
における男女共 

同参画の推進 

⑧審議会等委員に占める女
性の割合 

24.1％ 24.9％ 26.0％ 26.5% Ｂ 30.0% 

⑨本市職員の管理職に占め
る女性の割合 

13.8％ 15.1％ 14.7％ 14.9% Ｂ 15.0% 

Ⅲ 
人権が守られ尊

重される社会に
向けた環境整備 

６ 男女間におけ 
るあらゆる暴力 

の根絶 

⑩この1年間に配偶者から暴
力を受けたことのある女性

の割合 

4.7％ 5.5％ 3.0％ 2.2% Ｂ 
0%に 

近づける 

７ 性に対する理 
解促進と性差に 
応じた健康支援 

⑪ＬＧＢＴの言葉の認知度 64.5％ 50.4％ 52.9％ 66.5% Ａ 50.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＰＴＡ，生涯学習，スポーツ，ＮＰＯ，ボランティア活動など 

評価基準について  

 ・ 目標値に対する進捗率が，１００％以上        ： Ａ 達成している 

 ・ 目標値に対する進捗率が， ７０％以上１００％未満  ： Ｂ 概ね達成している 

 ・ 目標値に対する進捗率が， ７０％未満        ： Ｃ 達成していない 

 第２部 

「第４次宇都宮市男女共同参画行動計画」成果指標一覧 
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◎令和３年度の実績と評価 

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会に向けた行動を促す意識の変革 

施策の方向１ 男女共同参画を実践・行動に繋げるための教育・啓発の推進 

【施策１ 男女共同参画の教育の推進】 

・ 小学生を対象にした男女共同参画教育資料の配布や資料に基づく出前講座，中学生へのデー 

トＤＶ防止啓発ハンドブックの配布や中・高・大学生等へのデートＤＶ防止出前講座の実施， 

女子中学生を対象とした理工系大学教員による実験・実習等の機会の提供など，子どもの頃か 

らの男女共同参画意識の醸成や性別に偏りのないキャリア教育の支援に取り組んだ。 

【施策２ 男女共同参画についての広報・啓発活動】 

・ 広報紙や男女共同参画情報誌，男女共同参画推進月間におけるパネル展，男女共同参画推進 

センターの Facebook などを活用し，性別役割分担意識の解消や夫婦間の家事・育児の分担な 

どをテーマに，男女共同参画を実践・行動につなげるための啓発を推進した。 

  

 

 

 

 

 

施策の方向２ 男性を中心とした意識変革による固定的性別役割分担や慣行の見直し 

【施策３ 男性自身の意識の変革による家庭参画の促進】 

 ・ 幼い子を持つ父親など男性の家庭参画促進講座や家族で参加するセミナー，パパママ学級の

実施などによる男性の家庭参画促進するとともに，農業分野においては，「家族経営協定締結

促進事業」の着実な実施により，労働・生活環境等の改善を図った。 

【施策４ 男性シニア層を中心とした固定的役割分担意識の解消】 

・ 男性シニア層を対象とした男女共同参画についての理解を深める講座を実施し，幅広い層への意 

識啓発に取り組んだ。 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ さまざまな分野における男女共同参画の推進 

施策の方向３ 雇用の場における女性の活躍の推進 

【施策５ 女性の活躍に向けた人材育成支援】 

・  女性のためのキャリアデザイン講座や女性の自立や活躍など自身の生き方を考えるための

講座を実施し，女性の人材育成支援に取り組んだ。 

【施策６ 仕事と子育てや介護等との両立支援】 

・  待機児童を解消するための教育・保育施設等による保育サービスの提供や「ファミリーサポ

ートセンター事業」など子育て支援サービス，放課後等における「宮っ子ステーション事業」

の実施，また，介護保険事業の着実な実施や介護離職予防講座・家族介護教室等の実施により，

勤労者の仕事と子育てや介護等の両立を支援した。 

＜評価＞ 

・ 男女共同参画に関する教育や広報・啓発活動により子どもの頃からの男女共同参画意識 

の醸成が図られるとともに，新型コロナウィルス感染症の影響により，ライフスタイル 

が変化したことに伴い，男性の家事・育児等に費やす時間の割合が増加していると考え 

られる。 

＜評価＞ 

・ 男性を対象とした講座の実施など男女共同参画に関する様々な啓発や取組により， 

徐々に固定的な性別役割分担意識の解消が図られている。 
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【施策７ 働きやすい職場環境整備に向けた支援】 

・ 性別にかかわらず個性や能力を発揮できる職場環境づくりに積極的に取り組む事業者を表彰 

し，その優れた取組を市内事業者に波及するための周知や，企業向けワーク・ライフ・バラン 

ス実践ガイドブックの配布，中小企業の一般事業主行動計画の策定支援等に取り組み，企業に 

おける働きやすい職場環境づくりを促進した。また，勤労者や子育て世代を対象としたワー 

ク・ライフ・バランスセミナーの実施や，大学生等を対象とした仕事と家庭の両立支援に積極 

的に取り組む企業へのインターンシップ事業を実施し，市民のワーク・ライフ・バランスの促 

進や若年層からの継続就労意識の醸成に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向４ 地域・社会における男女共同参画の推進 

【施策８ 女性のチャレンジへの支援】 

・ 女性の起業を支援する講座やチャレンジショップの実施，男女共同参画推進センターにおけ 

る女性向け就職情報の提供等の実施により，働く意欲のある女性の就業や起業を支援した。 

【施策９ 地域における男女共同参画の推進】 

・ 地域で活動する男女共同参画推進団体と協働で実施する「市民企画講座」の実施や，女性の

視点を活かした防災講座，生涯学習センターとの連携による男女共同参画推進講座等を実施

し，地域における男女共同参画の推進に取り組んだ。また，スマートフォンを活用した「まち

づくり活動応援事業」の実施により，市民の地域活動等への参加促進に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

施策の方向５ 意思決定過程における男女共同参画の推進 

【施策 10 市の政策・方針決定過程における女性の登用促進】 

 ・ 審議会や委員会等への女性登用を促進するため，庁内各課への周知啓発や働きかけを行うと

ともに，政策や方針などの意思決定の場に女性が参画できるよう，女性リーダーを養成する講

座に取り組んだ。 

・ 本市職員については，女性職員のキャリアアップ研修や人事評価・人材育成能力向上研修を

実施し，女性のキャリア支援に取り組んだ。 

【施策 11 自営の商工業や農業等従事者，地域等における方針決定への女性の参画促進】 

・  男女共同参画広報誌等を活用し，様々な分野で活躍する女性の紹介や，女性が意思決定の場

に参画する意義や重要性について広く周知を行った。 

＜評価＞ 

・ 女性活躍に向けた人材育成や，仕事と子育て等との両立支援，働きやすい職場環境 

整備の促進に取り組み，女性の就業率は上昇したものの目標には達しておらず，女性 

管理職の割合も下回っている。一方，男性の育児休業取得率については，勤労者や子 

育て世代を対象にした啓発事業の取組のほか，育児・介護休業法の改正により，取得 

率が上昇したものと考える。 

＜評価＞ 

・ 審議会等への女性登用を促進するため，庁内各課への働きかけを行っているが，「該当 

分野に女性がいない」等に理由により，目標を達成していない。 

＜評価＞ 

・ 女性のチャレンジ支援や地域における男女共同参画の推進に取り組んだが，新型コロナ 
の影響により，社会活動に参加している人の割合は減少している。 
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基本目標Ⅲ 人権が守られ尊重される社会に向けた環境整備 

施策の方向６ 男女間におけるあらゆる暴力の根絶 
【施策 12 配偶者や恋人からの暴力対策の推進】 

・ 地域で活動する民生委員児童委員への啓発講座や，中・高・大学生等を対象としたデートＤ

Ｖ出前講座の実施により，ＤＶの未然防止や早期発見につなげるための周知啓発に取り組ん

だ。 

・  広報紙やチラシの配布，ステッカーの医療機関や公共施設等の女子トイレへの貼付など相談

窓口の周知に取り組むとともに，相談員の専門性の向上，被害者の状況に応じたカウンセリン

グや法律相談を実施するなど，相談体制の充実に取り組んだ。 

・  一時保護など緊急時における関係機関との連携や，保護命令制度の利用により，被害者の安

全確保に取り組むとともに，被害者が行政手続き等を行う際の同行支援や，被害者とその子ど

もの心身の健康回復に向け，民間支援団体と連携し，自立支援事業の実施に取り組んだ。 

・ 「ＤＶ防止庁内連絡調整会議」や関係機関で構成する「虐待・ＤＶ対策連携会議」などを 

通して，庁内外との情報共有，意見交換など連携強化に取り組んだ。 

 

【施策 13 女性に対する性暴力・性犯罪被害等の未然防止】 

・  企業に対するセクハラ等被害防止の周知や，中学生を対象としたＳＮＳを通した性被害の未

然防止講座，広報紙や啓発チラシによるＡＶ出演強要やＪＫビジネス等による被害防止の呼び

かけなど，性被害等の未然防止に向けた周知啓発，性暴力被害の専用相談窓口の周知等に取り

組んだ。 

 

 

 

 

 

 

施策の方向７ 性に対する理解促進と性差に応じた健康支援 
【施策 14 性についての理解促進】 

・ 中学生を対象とした性教育サポート事業や，小中学生を対象とした性といのちの健康教育の 

実施に取り組むとともに，ＬＧＢＴに関する理解促進として，小中学生や市民を対象とした 

啓発チラシ・カード等による周知，市民向けの理解促進講座を実施した。 

【施策 15 性差に応じた健康支援】 

・ 女性の健康力アップ講演会や啓発パネル展の実施，がん検診や妊産婦検診の実施，不妊に悩 

む方への支援，産後ケア事業の実施などに取り組んだ。 

＜評価＞ 

・ ＤＶや性暴力等の未然防止のための意識啓発や，相談や一時保護の支援，自立支援事業 

の実施などに取り組み，ＤＶ被害を受けたことのある女性の割合は減少している。 

＜評価＞ 

・ 多様な性に関する理解促進に向けた啓発の実施や社会的関心の高まりにより，市民のＬ 

 ＧＢＴの言葉の認知度が高まっている。また，女性の身体的特性や妊娠・出産などライフ 

 ステージに留意した健康支援に取り組んだ。 


